
第５４回本試験ライティング問題 模範解答例 

 

2020 年 3 月 28 日に行われました、第 54 回本試験ライティング問題の模範解答を記載いたします。本試験で

はライティング問題として実際にテーマに沿った文章を作成して頂きます。次回以降の本試験の参考にしてくだ

さい。 

 

【解説】ライティング問題は減点方式を採用しています。 

日本クラウドソーシング検定協会ホームページの解答速報および問題例 

（https://crowd-kentei.or.jp/about_test/grading/） 

ではより詳しくライティング問題のルールを記載しておりますので、是非ご参照ください。 

 

模範解答では下記の点などを守っています。 

・キーワードは必ず文中で使用してください。 

・記述すべきテーマから外れないように記述してください。 

・規定された文字数を超えないようにしてください。 

・「です・ます」「である・だ」等表記の統一を行ってください。 

・主語、述語等は正しく使用してください。 

 

【問.1】 レトルト食品について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】カレーやシチューなどのレトルト食品を、一度は口にしたことがあるという方は多いのではな

いでしょうか。 

 

キーワード 1：保存 

キーワード 2：簡単 

  

【模範解答 1】275 文字 

レトルト食品は、作ることに手間がかかりがちなカレー、シチューなどの料理を手軽に楽しめる便利なものです。

簡単に調理が出来ることから、今や世界中の人々に利用されています。しかし中には、着色料や保存料が使用さ

れているのではと、忌避しがちな人もいらっしゃるかと思います。 

実は、最近のレトルト食品は健康志向ブームにのっとり、いわゆる添加物が含まれていない、少ないようなもの

も多く発売されています。また企業努力により、それらが比較的安価で様々な味のものが楽しめるよう、工夫さ

れています。これを機に、今まで避けていた方もレトルト食品を試してみてはいかがでしょうか。 

 

【模範解答 2】296 文字 

レトルト食品を備蓄している家庭も多いのではないでしょうか。レトルト食品は長期保存が可能なため、安売り

しているときにまとめて購入しても無駄になることがほとんどありません。また、電子レンジや湯煎で温めるだ



けで簡単に食べられるという特徴があります。今はレトルト食品の種類も豊富で、お馴染みのカレーやシチュー

だけでなく、親子丼や牛丼といった丼ものなども販売されています。スーパーやデパートの食料品売場で、どの

ような種類のレトルト食品があるのか探してみるのも楽しいかもしれません。レトルト食品は、食事作りが面倒

なときや、風邪で動けないときなどに大いに役立つので、いくつか買いだめしておくとよいでしょう。 

 

【模範解答 3】247 文字 

レンジなどで簡単に調理できるレトルト食品は、今や家庭には欠かせないものとなっています。現代では専業主

婦は減りつつあり、家事の負担を少しでも減らしたいという方はとても多いです。そんなときに短時間であっと

いう間に作ることができるレトルト食品は強い味方です。また、保存できる期間も長いため、災害時のために備

蓄している方もいます。 

最近ではご当地の名産品や有名なレストランのメニューがレトルトになり、本格的な料理を味わう目的で買う方

も多いです。みなさんも様々なレトルト食品を探してみてはいかがでしょうか。 

 

【問.2】シェアオフィスについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】近年、新しい働き方の 1 つとしてシェアオフィスを利用する方が増えているようです。 

 

キーワード 1：起業 

キーワード 2：コスト 

 

【模範解答 1】298 文字  

起業する人たちにとって、設立に伴うコストは大変重要な問題です。なぜなら潤沢な資金を持って企業できる人

というのは限られているからです。その中でも重要な問題のひとつが、オフィスをどうするか、ということでし

ょう。自宅をオフィスにするのが一番簡単で安上がりですが、仕事場のスペースを家の中に確保することも難し

いケースは多々あります。次に考えられる方法は、オフィスとして部屋を借りる、ということになります。とこ

ろが、近年シェアオフィスという方法が普及し始めています。共同、ないしは所在を借りるオフィスであり、起

業家にとって心強い味方となっています。社会貢献という観点からも、意義のある存在といえるでしょう。 

 

【模範解答 2】259 文字 

最近、シェアオフィスを利用する企業や個人事業主が増えているようです。なぜシェアオフィスの利用ニーズが

高まっているのでしょうか。一番の理由は、シェアオフィスは通常の賃貸オフィスと比べて、コストを大きく抑

えることが出来ることにあります。 

通常の賃貸オフィスを借りた場合、机や椅子、プリンターなど多くの備品が必要となります。しかしシェアオフ

ィスなら、それらを共同で使うため、コストを抑えることが可能なのです。そのため、特にコストを運営資金に

回したい起業したばかりの会社や、個人事業主のシェアオフィスユーザーが増えているのです。 

 

【模範解答 3】257 文字 

最近、新しい会社の運営方法としてシェアオフィスが注目されています。シェアオフィスとは、様々な業種の企



業や個人がオフィスフロアを共同で使用する仕組みのことです。シェアオフィスのメリットはシェアすることで

1 人あたりのコストが割安となることです。つまり起業する際のコスト削減を狙うことができます。 

シェアオフィスを利用するベンチャー企業がどんどん増えている中、近年では大企業なども活用に注力していま

す。なぜなら様々な業種の方と交流が発生しネットワークを広げられる点、複数拠点を用意し柔軟な働き方がで

きる点も魅力だからです。 

 

【問.3】家計簿について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】家庭や個人において家計簿をつけてお金の出入りを管理することは重要です。 

 

キーワード 1：貯金 

キーワード 2：アプリ 

 

【模範解答 1】269 文字 

家計を管理するために、家計簿をつけているという方も多いのではないでしょうか。計画的な貯金のためや、収

入と支出を把握するためには家計簿をつけることがおすすめです。近年では、携帯電話でも多数の家計簿アプリ

があり、口座やカードの残高を自動で反映してくれたり、レシートを読み込むだけで品目や金額が記録されたり

する便利なものもあります。また、公共料金や携帯料金など、自動引き落としになる項目をわざわざ入力しなく

て済むのもアプリの魅力です。隙間時間に必要なものを登録でき、いつでもグラフや表で確認できる家計簿アプ

リを一度使ってみてはいかがでしょうか。 

 

【模範解答 2】270 文字 

家庭の主婦にとって、家計簿をつけて家計を管理することはとても大切なことです。しっかりつけて毎月の収支

を記録することで、特別な出費、無駄なお金の使い方などをチェックすることができます。また、収支がマイナ

スにならないような工夫をすることが可能となり、家庭の主婦を守るツールとなっています。さらに、うまくや

りくりすることで、貯金する余裕も生まれます。近年、スマホのアプリで家計簿がつけられるようになっていま

す。家計簿は家でつけるもの、という概念から、出先で隙間時間にも簡単につけることができるようになり、主

婦の強い味方が出現したと言えるでしょう。 

 

【模範解答 3】295 文字  

家計簿をつけることはお金の管理をしていく上でとても重要です。買い物をしているのは自分であっても、何も

記録せずに過ごしていては、自分がどんなものにお金をかけているのか実際には把握できていません。 

そうなると節約できるものも分からず、貯金にお金を回すこともできなくなり、家計が圧迫されてしまいます。 

とはいえ、毎日家計簿をつけるのが面倒という方も多いです。 

最近ではスマートフォンで家計簿をつけることができるアプリもたくさん出ています。例えばレシートの写真を

撮るだけで記録してくれたり、銀行と連携することで引き落としなども自動的に記録してくれたりなど、面倒く

さがりな方専用の便利なアプリも出ています。 

 



【問.4】手洗いうがいの重要性について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。  

＊文字数は下にカウントされています。ご参考下さい。  

＊書き出し例文を参考にして文章を書いてください。書き出し例文をそのまま使用することは禁止です。  

＊この問題にキーワードはありません。自由に記述してください 。  

 

【書き出し例文】風邪やウイルスの感染を予防するために、手洗いうがいをこまめに行う方は多いことでしょう。 

 

【模範解答 1】342 文字 

感染症が流行る時期には、毎年テレビなどで手洗いうがいの重要性が話題に上がります。子どもの頃から外から

帰ってきたら手洗いうがいをするよう教えられますが、大人になって逆に疎かにしてしまっている人も多いので

はないでしょうか。また、しっかりと行っているつもりでも、間違ったやり方で十分な効果が得られていない場

合もあります。手洗いは手のひらのみではなく、指先や爪の間、手首まで洗うことが重要です。私たちは普段の

生活でいろいろなものに触れているため、手は最もウイルスや細菌が付着しやすい場所です。手の清潔を保つこ

とで、感染のリスクを格段に減らすことができます。また、うがいも一回だけではなく三回は繰り返して行うこ

とが重要です。ウイルスや細菌は口から入ることが多いため、口の中の清潔も保ちましょう。 

 

【模範解答 2】375 文字 

毎日、外から帰ってきた際は風邪を引かないよう手洗いうがいをする方も多いことでしょう。手洗いうがいは、

風邪やウイルス性の胃腸炎などに感染しないようするためにとても重要です。普段から仕事で電車通勤している

方は、電車のつり革を掴んでいることでしょう。また、たくさんの人が触れているであろう会社のドアノブを何

回も掴んでいるかもしれません。じつは、このようなつり革やドアノブにはたくさんの菌が存在しています。も

しかしたら、自分が掴んだつり革やドアノブは風邪を引いている人が触っているかもしれません。そこから自身

の手に菌が移り、おにぎりでも食べた時には口の中にも菌が移ってしまいます。とくに口の中は菌が繁殖しやす

い環境でもあるため、すぐ菌を外に出すことが重要です。このようなことから、少しでも感染症にかからないた

めには手洗いとうがいを徹底することが大切なのです。 

 

【模範解答 3】377 文字 

冬の時期、風邪やインフルエンザへの感染予防に気をつかっている方も多いのではないでしょうか。 

例えば外でマスクを常につけているという方もいらっしゃいますが、意外にもマスクは感染防止にあまり効果が

ないと言われています。そもそもマスクは風邪などの保菌者が感染拡大を防ぐためのものです。ではマスク以外

にどのような方法で感染を防げばよいのでしょうか。 

実は最も手軽で効果の高い予防方法は手洗いうがいです。そもそも風邪はウイルスが付着した手で口を触るなど

によって体内にウイルスが侵入し、引き起こされます。ですので手洗いうがいによって、手や口内を清潔に保つ

ことはとても効果的です。外出時にマスクを欠かさないという方でも、外出先での手洗いうがいは疎かになって

いる場合がよくあります。帰宅時はもちろんですが、外食の際なども手洗いうがいを欠かさないことで感染予防

が期待できます。 

 

 

 

 

 



ライティング問題-総評- 

 

第 54 回 WEB ライティング技能検定 本試験を受験頂いた皆様、お疲れ様でした。 

ここでは今回の第 54 回 WEB ライティング技能検定 本試験 ライティング問題の総評をお伝えいたします。 

今回の本試験では、4 択問題において満点、または満点に近い得点の方がほとんどでした。4 択問題は引き続き

満点を目指す気持ちで学習を続けて下さい。 

 

実技のライティング問題では、クラウドソーシング上では納品物として承認され難く試験上でも大きく減点対象

となる内容（例えば主観的な表現や違うテーマの文章など）が見受けられた他、同様な表現の繰り返し、誤変換

や誤入力、短い文章の連続、助詞の使用方法や誤字など細かいミス、文章表現として不自然さが感じられるもの

が目立ちました。今回惜しくも不合格となってしまった方は、本協会より案内しております解答速報、総評、ま

た教材などをご参考にライティングスキル向上を目指し、学習に励んで下さい。 

 

ライティング問題の総評では、より細かく、一部の方の解答を参考にしてご説明いたします。 

まだライティングに自信がない方もライティングに自信がある方も総評を参考に学習して頂ければ幸いです。 

 

＊今回受験頂いた方の中から主な減点対象を抜粋して総評に加えさせて頂いております。 

 

実技 ライティング問題の個別解答に対する減点箇所 

 

問 1 . レトルト食品について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：保存 キーワード 2：簡単 

 

【解答例 1】 

「カレーやシチューなどが代表的なレトルト食品ですね。」 

「1～2 年といった長期間の保存が可能です。」 

 

上記解答例は、口語表現と文語表現が混在する文章です。  

 

【修正例 1】 

「カレーやシチューなどが代表的なレトルト食品です。」 

 

上記修正例では「ですね」の口語表現を「です」という文語表現に修正を行いました。このように口語表現と文

語表現が混在してしまうと、場合によって読者に違和感を与えてしまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「長期的な保存が可能であったり、調理が簡単な点があげられます。」 

 

上記解答例では、一文の中に並列を表現する「～たり」が 1 度のみしか使用されていません。 

 



【修正例 2】 

「長期的な保存が可能であったり、調理が簡単であったりする点があげられます。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し、また文意を鑑みながら自然な形に修正しました。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「一度は口にしたことがあるという方は多いのではないでしょうか。」 

「調理をしたことがない人でも、」 

 

上記解答例では１つの文章中に「方」「人」のように異なる表現が混在しております。 

 

【修正例 3】 

「調理をしたことがない方でも、」 

 

上記修正例では、「方」に統一しました。同一の文章内に表記ゆれが混在すると、読者に読み難さや違和感を与え

てしまいますので注意しましょう。またこのようなものは文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章

作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「世界で初めてとなるレトルト食品を発売されました。」 

 

上記解答例では、助詞の使い方に誤りがあります。 

 

【修正例 4】 

「世界で初めてとなるレトルト食品が発売されました。」 

 

記修正例では、文意を鑑みて助詞を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい内容が上手く読者

に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 

また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「それほどまで定着した理由は、保存が効くこと、簡単に作れること、価格が手頃であること、どこでも手に入

ることなどが挙げられます。」  

 

上記解答例は、一文に助詞である「が」が多用された文章です。 



 

【修正例 5】 

「それほどまで定着した理由は、保存が効くこと、簡単に作れること、手頃な価格であること、どこでも手に入

ることなどが挙げられます。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整え、自然な形で修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうことで、

読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

 

問 2 . シェアオフィスについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：起業 キーワード 2：コスト 

 

【解答例 1】 

「そのコストを抑えることできます。」 

 

上記解答例は、助詞が不足しているため文意が伝わり難い文章となっております。 

 

【修正例 1】 

「そのコストを抑えることができます。」 

 

上記修正例では、文意を鑑みながら助詞「が」を自然な形で追記修正しました。このようなものは文章作成後の

見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「コストを抑え利用する点では、シェアする、共有することはメリットの 1 つといえるかもしれません。」 

 

上記解答例は、同様の表現を繰り返してしまっております。 

 

【修正例 2】 

「コストを抑え利用する点では、シェアすることはメリットの 1 つといえるかもしれません。」 

 

今回の解答例においては、「シェア」と「共有」は同じ意味を表しております。その為上記修正例では、文意を鑑

みて繰り返し表現にならないよう修正を行いました。 

同様の表現を繰り返してしまうと、読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

またこのような事は文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょ

う。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「先輩から仕事のやり方を学んだり、経験が浅くてもできる仕事を振ってもらえる利点がありました。」 

 



上記解答例では、一文の中に並列を表現する「～たり」が 1 度のみしか使用されていません。 

 

【修正例 3】 

「先輩から仕事のやり方を学んだり、経験が浅くてもできる仕事を振ってもらえたりする利点がありました。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し、また文意を鑑みながら自然な形に修正しました。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「なぜ利用者が増えているのかというと、起業する際にかかるコストを抑えられる点が挙げられます。」 

 

上記解答例は、副詞「なぜ」に対する係り受けが正しくありません。 

 

【修正例 4】 

「なぜ利用者が増えているのでしょうか。それは起業する際にかかるコストを抑えられるからです。」 

 

上記修正例では、副詞「なぜ」に対する係り受けは「～か」になります。またその後にはその疑問に対する原因、

理由が表現される文章が書かれます。その為、今回は文意を鑑みて 2 文に分けて正しい係り受けとなるよう修正

しました。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「スタートアップ企業や起業家にとっては業績が安定するまで、コスト削減も重要な課題ですので、シェアオフ

ィスは非常にコスト削減に有効な手段でしょう。」 

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」が多用された文章です。 

 

【修正例 5】  

「スタートアップ企業や起業家にとっては業績が安定するまで、コスト削減も重要な課題ですので、シェアオフ

ィスはとてもコスト削減に有効な手段でしょう。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整え、自然な形で修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうことで、

読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

 

問 3 . 家計簿について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：貯金 キーワード 2：アプリ 

 

【解答例 1】 



「僕自身も家計簿アプリを使っていますが、家計簿をつける前と比べるとかなり浪費が減っていると感じます。」 

 

上記解答例は「僕自身も～感じます」という主観的な表現がみられます。このような主観的な表現は筆者の意見

が強くなり感想文のような内容になってしまいます。またそのような文章はクラウドソーシングサイトで承認を

得られないことも多くありますので、主観的な表現を使わないように注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「わざわざ自分の手で入力する手間を省くことができます。家計簿をつけることでお金の流れが把握できます。」 

 

上記解答例では、文と文の間に適切な接続詞が使用されておりません。 

 

【修正例 2】 

「わざわざ自分の手で入力する手間を省くことができます。そして家計簿をつけることでお金の流れが把握でき

ます。」 

 

上記修正例では、接続詞「そして」を追記いたしました。適切な接続詞を用いることでその前後の文章が繋がり、

読みやすい文章になります。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「客観的に見ることがで家計を見直すことができ、収入に合わせた生活を送ることができます。」 

 

上記解答例では、「見ることがで」が誤入力となります。 

 

【修正例 3】 

「客観的に見ることで家計を見直すことができ、収入に合わせた生活を送ることができます。」 

 

上記修正例では、誤入力を修正しました。「見ることで」が正しい表現となります。特に WEB ライティングでは

誤字脱字、誤入力が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを

行うことで誤入力だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「しかし家計簿となると難しく、長続きしなかったり伴侶に丸投げしてしまう方も多いかと思います。」 

 

上記解答例では、一文の中に並列を表現する「～たり」が 1 度のみしか使用されていません。 

 

【修正例 4】 

「しかし家計簿となると難しく、長続きしなかったり伴侶に丸投げしたりしてしまう方も多いかと思います。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し、また文意を鑑みながら自然な形に修正しました。 



特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「確かに家計簿をノートなどに定期的に記載し、保管するのは大変です。」 

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」が多用された文章です。 

 

【修正例 5】  

「確かに家計簿をノートなどへ定期的に記載し、保管するのは大変です。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整え、自然な形で修正いたしました。同じ助詞を多用してしまうことで、

読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

 

問 4 . 手洗いうがいの重要性について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

キーワード なし 

 

【解答例 1】 

「感染のリスクを各段に減らすことができます。」 

 

上記解答例では、「各段」が誤変換となります。 

 

【修正例 1】 

「感染のリスクを格段に減らすことができます。」 

 

上記修正例では、誤変換を修正しました。「格段」が正しい表現となります。特に WEB ライティングでは誤字脱

字、誤入力が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うこ

とで誤入力だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「普段何気なくやっている手洗いうがいが、実は正しいものではないという事もあるでしょう。」 

「病院や薬局などに正しい手洗いうがいの方法が掲示されていることもありますし、」 

 

上記解答例では１つの文章中に「事」「こと」のように異なる表現が混在しております。 

 

【修正例 2】 

「病院や薬局などに正しい手洗いうがいの方法が掲示されている事もありますし、」 

 



上記修正例では、「事」に統一しました。同一の文章内に表記ゆれが混在すると、読者に読み難さや違和感を与え

てしまいますので注意しましょう。またこのようなものは文章作成後の見直しを行うことで軽減できます。文章

作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「体に害のある目に見えないウイルスや手を通して体内に侵入してくるのです。」  

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」が多用された文章です。また一部助詞の使い方に誤りがあります。 

 

【修正例 3】 

「体に害のある目に見えないウイルスが手を通して体内へと侵入してくるのです。」 

 

上記修正例は、文意を鑑みて助詞の数を整えました。また助詞「や」は並列関係を表すのですが、ここでの「ウ

イルス」と「手」は並列とはなり難いので、文意を鑑みて自然な形で修正いたしました。正しく助詞を使用しな

いと読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「風邪やウィルスの感染によって、体調を崩したり、病に侵されることは、1 度は経験があるのではないでしょ

うか。」 

 

上記解答例では、一文の中に並列を表現する「～たり」が 1 度のみしか使用されていません。 

 

【修正例 4】 

「風邪やウィルスの感染によって、体調を崩したり、病に侵されたりすることは、1 度は経験があるのではない

でしょうか。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し、また文意を鑑みながら自然な形に修正しました。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「手洗いうがいを行うこと重要だという情報をよく目にします。」 

 

上記解答例は、助詞が不足しているため文意が伝わり難い文章となっております。 

 

【修正例 5】 

「手洗いうがいを行うことが重要だという情報をよく目にします。」 



 

上記修正例では、文意を鑑みながら助詞「が」を自然な形で追記修正しました。このようなものは文章作成後の

見直しを行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょう。 

 

 

実技 ライティング問題の総合的な減点箇所 

 

 

今回受験頂いた方の内、惜しくも不合格となられた方々に共通する減点箇所としては、助詞の連続使用や使い方、

表記ゆれ、読点の使い方、誤字脱字や誤変換などが多く見受けられました。 

 

そして、主観的な文章表現や文脈的に不自然さを感じさせる内容は、読者に読み難さを与えてしまうだけでなく、

クラウドソーシング上でも非承認となりやすい文章となります。特に文章中の主語は何なのか、が不明確になる

と不自然さが強くなってしまいますので注意しましょう。 

 

他にも一文に情報を詰め込み過ぎてしまうと、助詞の連続使用など意図しないミスが多くなることがあります。

ライティングを終えた際には文章の見直しを行い、誤った表現や意味が通り難い文章の有無などを確認するよう

にしましょう。 


